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1聞はじめに
段違い平行棒は女子の競技種目であるという認識が
一般的に定着しているが，そのJLー ツは男子の平行棒
とその運動に求められる.との種目は74年前に開催
された第11回ベルリンオリンピック大会 (193昌)1: 
初めて登場した司その後p 第15回ヘルシンキオリン
ピック大会(1昏52)において女子の4競技種目の1っ
として正式に承認恋受け，様々な技の発展や改良が行
われて来たが，最大の転換期はl冒70年代中頃と考え
られる.第21回モントリオールオリンピック大会
(l曽76)でルーマニアのコマネチ選手が遜称「コマネ
チ宙返りjの妙技でオリンピック史t初の同点満点
を獲得，その翌翌年には旧ソビエトのシヤボシュニコワ
選手が第2回FIG体操ワールドカップオピエド大会
(1977)において「後方車輪jと「後方抱え込みて
回宙返り下りjを発表した.この発表は当時の世界体
操界に大ぎな衝撃と影響を与え，その後，その運動内
容と技の開発は驚くべき重量化を遂げながら現在に至っ
ている.その結果，現在ではこの種自が身了ゐ平行捧で
はなく鉄棒から発展した織目と理解されても不自然で
はない時代が到来した.しかし，技だけが進化してき
た訳ではなく，その陰には器械器具の改良や採点親日目
の改正努カがあることを忘れてはならない 山田υ
によれば「体操競技では，通常オリンピック終了後に
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国際体操逮盟 (F直D亘RATIONINTELNATIONALE 
DE GYMNASTIQUE略称:FIG)によって採点規則の
改定が行われ，次のオリンピックまでの4年間は同じ
採点規則を適用して競技が行われる.しかし，シドニ
ーオリンピック後に改定された2001年版採点規則は，
途中で小さな修正安行いながら自年間適用することを
視野に入れて作成されている.Jとされている調即ち，
200串年に北京で開催されるオリンピック大会までを
視野に入れた採点規郎であったはずである.しかし，
その5年後にメルボルンで開催された第38回世界体操
競技選手権大会 (2005) を以て約的年泣く続いた
rl自点満点jの採点規溺は廃止された.その後「新
採点規則jと呼ばれる2006年版2l女子は2007年版
引も相次いで発行され北京オリンピック大会
(2自08)に適用された.その後， 200曽年2月にロン
ドンオリンピック大会 (2012)に適用される200宮年
版4)の採点規則も発行されているが，新採点規則を
取り上げた女子費量伎の研究についてはまだ日も浅く多
くのものは見あたらない同.そとでa 本研究は技の
発展に影響を及ぼしている採点規則，特に2006年版
から200嘗年版までの新採点規郎に決目し，との種目
のルーツや歴史的な統れを踏まえながらその内容を比
較検討する.そして新採点規則が意図する段違い平行
棒運動の現状や方向性，今後の問題点等について一考
察を加えることを目的とするものである。
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2 段違い平行棒とその運動の膝史
段違い宝p行棒が誕生したそもそもの経緯は男女簡の
体力や体格差によるものである.との器兵は女性に格
応しい漂動内容を配慮する必要牲により男子平行棒か
ら発展し，その運動は男子鉄棒から多くの技を導入し
ながら進化を続けている.構造ヒ一般に高さの高い
棒を高棒，低い方の棒そを低棒と時び，運動は棒に対し
正面を向いて行われる.そのダイナミックな運動は男
子の鉄棒種目に相当するものとして考えられているが，
大きな遠いは寒中に固定された2本の棒問を自由に移
動し演技を構成する点にある.鉄棒では棒が11ドしか
ないため手放し技は問ーの轄を摘むだけになるが. ~生
還い平行棒ではそのパリヱーションが非常に多い.男
子ヰ平正行棒は
れるヤ一ン (仔Fr凶ieω《品命創1甘組ricぬhLudwi泡草 J為ahn吋1177河昌一l鴻串52幻}が
掬発した.ヤーンは1811年にベルリンのハーゼンハ
イデに体操場を創設しトゥルネン (Turnen!ドイツ体
操)を提唱，その際に様々な器械種目を考案している.
その中の種目の lつとしてあん馬があり，その練習時
に練習者の支持カ不足が目立ったZことから，腕力と支
持力強化を目的として考案された補助的用具が平行棒
のルーツである8l網近代やそれ以前の社会では，一
般的に男性が女性よりも絶対的優位に立ちその権利を
劉持していた.しかし，第ム次位界大戦 (1卦14-
1由18)後のヨーロッパは男女同権という社会的気運
の後押しを受け女子の体操熱が上昇，男子の難しい技
に積極的に挑戦する女性も現れている.だが，この様
な風潮が全てにおいて歓迎された訳ではなく p 一般知
識人や医学界，教育界からの批判も相次いで巻き起と
っている引 これらは当時の政治的状況の緊迫や女性
の身体に負荷をかけてはならないという偏ったイ州値観
によるものであったが，平行棒運動は女性にとって上
体への負荷が強すぎるとの連曲により，その負荷を軽
減させる方向へ改良が始められる.郎ち，三本の棒に
段差そつけた段違い平行捧への変容が徐々に見られる
のである.段違い宝p行棒は第11回ベルリンオリンピ
ック大会 (1母36)に初めて議場，第15回ヘルシンキ
オリンピック大会(1筋2)において女子4競技種目の
ーっとして独立した.また. 20世紀はモ/を製造加
工する技術も飛躍的に発展，とれらはスポーツ器呉の
ヱ夫や改善にも応用された網同65年にはその本体を
引き締めロープで凶定し~互に両線開の悩を苦闘節出来
る段濃い平行棒が開発された，その結果，技の目自発は
男子の鉄棒運動を積極的に取り入れながら懸垂遼動や
振動系が著しく進化 1号7自年前半からは倒立支持系
とともに fコルブト宙返りjや「コマネチ宙返りj等
の宙返り系が開発されたa その後 1曾77長i去には「後
方車輪jが発表され，技は飛躍的進歩を遂げながら数
年単位でトカチェフやデルチェフ，ギンガーといった
鉄棒運動の技が導入，コンビネーション系も急速に進
化した.J!!に1官官官年以降からは前方車輪系の開発が
始まり，現在では男子顔負けの逆車輪や逆背面系の技，
下り技も当たり前にこなす時代が到来している.
3.器具の規格変更や改良による技の発展
段遣い平行棒が女子特有の種目として発渡し続けて
来た緩緯には自を見張るものがある嗣ぞれは持代とと
もに事事しい変化を遂げてきたが，器具の規格変更やそ
の改良が技の発援に与えた影響は計り知れない.との
穏自が1官36年のベルリンオリンピックに火予競技積
目として登場した頃は男子の平行棒に段差をつけて使
照されていた.そのため高棒と低棒の段差は60c出程
度しかなく，技の殆どは男子平行棒の縦向き技の応用
であったという叫.しかし，徐々に器具を改良する技
術は発援し.日52年のヘルシンキオリンピックでは
その段差昌Oc臨が実現し，土台の不安定さも解消され
た とこのと:とは棒に対して横向きの体勢で行う回転系
の技の発援に大きく賞献することになる 占母子鉄棒運
動の支持[nl転系{け上がり，前方や後方支持1J転，前
方や後方浮腰回転，等}が導入され，水平立ちゃポー
ズ系中心であった技が次第に横向きの回転技へと移行
して行くようになる.その後，器具は1960年代後半
に向かい両棒隔の距離が更に広くなるよう改良が行わ
れ技の:t流は支持団転系から振動系ヘ振動技から
燐時に河手を放し支持樹立や振動技とひねりのコンピ
ションが取り入れられるようになった. 1申告畠年
には振動系の技に宙返りやとぴ越し，下り技には初め
て宙返りが導入されている.更に， 1970年代に入る
と振動系は更に高度化し，宙返り技やひねり技への傾
向を強めた.第四回ヴァルナ世界体操競技選手権
(1曽74)で!日ソビエトのコルブト選手が発表した
「高棒上にしゃがみ立ちから，後方伸身宙返りして寓
棒懸重量(当時C難度)Jはあまりにも有名な技である
叫.河棒関の距離は1骨72年当時で480mm-520mmで
あったが2 品年後のモントリオールオリンピック
(1976)では550皿血-7畠Om臨まで広がるように器具
が改良された，とれにより高棒外向きの終末技やひね
り凌伴う宙返り等が発展，コマネチ選手の「後ろ振り
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I:lj前方開脚宙返喧高棒懸霊能振り(現E難度)Jや 両宙返ち)Jや「後方伸身2回宙返り下りj等，最近
「棒下振り出し，/，ひねり後方かかえ込み宙返り下り までは有り得ないと考えられていた技はすでにポピュ
{現日難度)Jなど，自由演技で行われた3つの宙返り ラーな技と化してしまった
を含む支持額j立系の技と1回ひねりを加えたコンビネ
ーションは世界の体操界へ大きな衝撃を与えた次い
で，翌年には!日ソピエトの小柄なシャポシュニコワ選
手によって「後方車輪jと「後方抱え込み三回宙返り
下引が発表され，ついにその運動は男了鉄棒運動と
完全に合流する.しかし，小柄マあるからこそこの技
は発表出来たが，全ての選手が対応出来るとは限らな
い.主主年のl事78年には荷棒閉が580mm-告OOmmま
でと規定され，器具にも更に改良が加えられた結果，
車輪やシュタルダー倒立，車輪からクロスして宙返り
等，コンビネーションに工夫を凝らした技が出現した.
しかし 1昔日5守ーにはその距離が690臨臨-1050m田ま
で広がる様になったため「高棒支持から低棒臥反転
系jの技が物理的理由により療れることになる.その
後， 2""'3年ごとにこの距離は50盟国から100mm，最
大では3∞曲四程度の広がりを見せ，高棒だけで対応
できる技が急速に発展するようになる.段濃い平行棒
の急速な鉄棒化である盟 1盟事1年には縦向き運動用に
山来ていた精円型の棒(Jiー とも呼ぶ}が丸型に改良
されたことにより，更に鉄棒技の導入に拍車がかかっ
た現在，パーの素材には繊維強化プラスチックが採
用されており， J互に強度は向上している.その後，
fギンガーli1Jひねりjや「前方車輪~マルケロフ
{ホルキナ)J r後方伸身宙返り3図ひねり下りj等，
l型的年には日本の山脇選手により「後方伸身2回宙返
り2(Wひね坦下りjも線発されている12)圃 2000年1月，
世界体操連盟(以下， FIGと呼ぶ)は段違い平行棒の
規格について，高棒内側から低棒内側までの最短距離
を最大1800出加とする旨の週連を出した.ぞれ以前の
規格ば最大1告OOmmである次いで， 2002年3月には
高棒と低棒の高さを従来の規格より50m盟上げ，高棒
25∞田m，低捧17∞mmとする旨の議遼も出されてい
る.両棒問の距離が広がり高在も確保出来れば更なる
技の発展が期待されるところである凶しかし，そのた
めには器具に更なる強度と安定感が求められる.器具
を開発するll1aとしても，支柱や土台の強化，車輸を合
理的に捌けるよう男子鉄棒と向型のキャップを接続部
に採用する等，最善の努力を尽くし難題を解決した総
呆，現f互の段違い平行棒は男了鉄棒，ぞれ以上の機能
を持つ器具に進化している叫.その器具を使対するこ
とにより「イエーガー宙返りJrトカチエフとぴ越
しJ， r後方かかえ込み2回宙返り1画ひねり下り(月
4. 2申告患年版以降の規郊と採点方法
り審判員構成とその役割
遜常，オリンピックや世界選手権大会等ではA審判
員 (20鈎年版よりDifficultyJudgel以下P審判員と時
ぷ)24'1. B審判員 (200嘗年版よりExecutionJud酔/
以下E審判員と呼ぶ)品名の計8名が採点業務に携わる.
招待の国際大会等であればP審判員2名， 且審判員4名
の言1'6名でも構わない.その他，アシスタントと称す
る訴時審判長(演技時間の計測)と線審(ラインオー
バーの磯認)が数名，セクレタリーと呼ばれる1名の
審判員が演技j磁の厳守，車込書事ライトの操作，最終ス
コアの掲示とコンピュータ一人)Jに携わっている同 D.
E審判長やセクレタリーは各積回同人数が必要とされ
るが.アシスタント数は種目によって議なるー段違い
平行棒には落下に伴う中断時間を計測する計時が1名
必要とされるため，最低でも8名または10名の審判j員
が書記監される.審判員の人数に対する細かな規定は
20ω年販の採点線則から始まった
2)採点の方法
採点は選手が跳躍板またはマットを踏み切った瞬間
から始まるが，跳躍板の下に余分な跳躍板等の追加は
w来ない.開始技の勘定は選手が銚躍板や器械に接触，
または器械の下を巡り抜ける行為を行わなかった場合
は2回目が許可される"との行為は2007年版の採点規
則までは減点対象とはならなかったa だが， 2009年
版において「開始技の3問自の試みは認められないj
旨の文言が途方自主れると同時に種目特有な実施減点
の項目に f開始技の3回目の試み(-1.0む点)Jが適用
された曙更に 2010年2月には財団法人日本体操協会
(Japan Gymnastic Association:通称JGA)女子体操
競技情報16号叫(以下，情報16号と呼ぶ}の通達に
よち f罪悪始技の2回目の試みでの失紋(-1.∞点)Jと
変更が行われた.即ち，開始授を2留とも失敗した場
合，そのまま演技を開始しなければならないし 2回
闘が失敗すれば大きな実施減点が諜せられるというと
とである.この規則の適用はリスクの高い高難度の開
始技が敬遠されることに繋がっているのではないか.
実際，最近は幾度の低い開始技に人気が集中している
様に見受けられる.次に選手が器械から落下した場
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合は30秒の中断時間が許可されている幅 20むE年版で
は中断時間計測についての詳継な規定はなかったもの
の. 2007年版から「選手が落下後マットに立った時
から計測が始まるjと表記されたー中断時間は秒単位
でスコアーボードに表示 10秒単位で選手に知らさ
れる.選手が30秒の制限時間内に再び段違い平行棒
に戻らなかった場合，演技は終了と判断され減点、が適
F号される.
3)得点の算出方法
得点{以下，スコアと呼ぶ)の算出方法は跳馬安除
く3積自で共通¥:'ある審判員はP審判団Z名とE審判
問時{または4)名に分かれ各々定められた採点、業務
を行う.まず D審判回は選手が実施した演授の難
度点 (DV/Difficulty Value). 構成重要求 (CR/
Co出positionRequirer注目1(8). 組み合わせ点 (CV/
Connection Value)を全て確認しDスコアを確定する.
次に E審判団は選手の演技に対し10点論点から一
般的欠点，芸術性，種目特有の実施について減点、を行
い，減点後のスコアを各々算出する.その後， 6 (ま
たは4)名のB審判員の中で高いスコアと低いスコア
を提出した審判員2名のスコアを除く4 (または2)名
のスコアの平均点を算出したものがE審判団の最終ス
コアとなる とこのひスコアとEスコアの合計が選手の
最終スコアとなる.ここでは2006年版から a貫した
算出方法が採用されている.
4) 0審判団の業務と役割
(1)難度点 (DV/Difficulty Value)の確認
。審判団は定められた異なる3つの業務後遂行する
その lつ自が幾度点の確認であり，選手の演技内容に
対して承認出来る技の幾度点を数え，その合計を選手
のひスコアに加算する作業を行う.全ての種目に対す
る技の価綾点はA難度 (0.10点}からG難度 (0.70
点)までを7段階に分類，図解編集され難度表として
採点規則内1:収載在れている.現在，段違い平行棒は
約28むの技が登録済みであり，これらはFIGから通達
される競技情報等によち増減を繰ち返している選手
は難度表から自闘に技を選んで演技を構成できるが，
収載されていない技の実施は難皮膚、として認められな
い，その数え方は20自吉年版から変更されている.以
前は「最大事つの難皮点の高い順からの技と終末技
(計10技)Jに対して難度点、は認められていた だが，
との条件は選手濃の幾度点獲得を目的とした然蕊事長で
長い演技構成を助長するZことになり，その給呆，競技
会での過失の増加や技における質の低下を招いたと考
えられている.その後，難度点は200吉年版において
「終末技を含む最大畠つの幾度点の高い願からの難度
点(昌技)J 1;:改定された.技の多さで難度点を獲得
するのではなく，その質と熟練伎に重量点を霞く方向性
が見て取れよう
(2)構成要求 (cR/co間関sitionRequirementゅの
確認
D審判聞の2つ自の業務は構成婆求の確認である.
これは各種目の演技構成の際に留意すべき5つの要求
であり. 2007年絞までは要求グループ設住GR/
Element Group Require出油脂)と呼ばれていた選
手が提示された褒求安満たすごとに各々。阻50点，最大
¥:'2.50点の得点が選手のPスコア1:加算される仕組み
になっている.段違い平行棒では「回転系J， r振動
系J• r空中局面を伴う劇， r終末技jに対する要求
があり，終末技に関する要求以外は2∞盟年践での変
化が著しい.以前は空中局衝を伴う技に3つ，回転系
に1つ，終末技に対して1つの要求が設けられていた
が，空中局面を伴う技へは2つ，回転系に2つ，終末
技への重要求は従来通り1つ，と変化している.まず，
mω年版以前の空中局面を伴う技への要求では「溺
捧から低様へ移動する空中局面を伴う技jと「低事事か
ら高棒へ移動する空中馬障を伴う事むに対し各々0.50
点(計l必0点〕が加算されていた.しかし，これが
「高棒から低棒へと低棒から高棒へ移動する空中局面
を伴う技jという文部之統合され. 0.50点しか獲得出
来ない.同転系では f棒に近い技{グループ2，4. 
5)空中局面を伴う技，振り上げ静j立は除くjが以前
の要求であったが，特有な構成誠点の部類であった
「少なくとも2つの異なる握り{開始技と終末技を除
いた願手，逆手，大逆手) (-0.30点)Jと統合され，
「少なくとも2つの異なる握り{振り上げ倒立，開始
技と終末技は除く〉と棒に近い空中馬爾を伴わない回
転系の劃という要求になり，難易度が上がっている
その他，特有な構成減点であった「空中局面を伴わな
い3印。以とのひねりを伴う技{中技のみ) (-0.30 
点)Jも構成要求に追加されている.つまり，偏った
技による演技構成を制御，マンネリ化を紡ぐと共に変
化に富んだリズミカルな演技を求める傾向にあると考
えられよう. (表1，参照)
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{表!)構成製求の変化
(3)組み合わせ点 (CV/ConnectionValue)の纏認
D審判団の3つ自の業務は組み合わせ点の確認であ
る.独創的で難易E震の高い技同士が霞援組み合わされ
た技に対し，その都度品 10点から0.20点を選手のDス
コアに加算するシステムが組み合わせ点である.との
獲得には内容のない重量り(逆}j向に振り戻す前の，難
度表にある技の実施にはない前振りや後振り)や中間
振動(正面支持からの後への振り直し，または次の技
を連続するためには不必要な懸主義での振り)が2つの
技の間に実施されないことが条件であり， 2006年紋
から貿かれている方針でもある.無駄なスイングを省
き，高い幾度の技を議援組み合わせることにより高い
ボーナス点を獲得することが出来るが，このシステム
も初日告年版からの変化が大きい. まず， 200官年版か
ら全てのCまたはD幾度の組み合わせには「空中局商
か1/，以 tのひねりを伴うjことが必須とされ，その条
件を満たせない場合の加点は廃止された.次いで，今
まで0.10点の加点対象であったD+Cの絢み合わせに
は f高棒から低棒へjの移動条件が付加されている
その他，同一技の直接の組み合わせは2固まで認める
が2回目は難度点としてカウントしない等の注釈もあ
り，本来段違い平行棒の特徴である棒問の移動運動を
再評価していること，そして中身の濃い組み合わせを
望んでいる傾向が探察吉れる(表2，参照〉園
{表2)緩み合わせ点的変化
年額 加点〔由10) 加4(0.20)
2.渇E∞7 zao(凋留著制中書で局整喪面中臆ま周さた爾れはをなひ伴け幅うホ}切J+をtG参な宇ら都怠い
ロこ〈盤関のt中ーB蜜醐沖織庫駅直をで腸盤を裂溜伴る齢まラた〉た制は+は議ひ.'健織ねす輔れで切をyの帥d伴ちG郵悼胤号報〉上シ式い、a
0+0 O+Eれつは窪中島商を棒切
。+， H' 
0'寓捧から慎構内部捜中島慣を惇う)+
豊D中{飼局面樺をζま停のたわ嵐は+替鋭Cで機以喪か上禽ら〈寓賓織締内での@〉c 
この服審で実施
部同9 IHE(1つは宮中晶画膏停う)
D+O);J誌上
E+E 
すペて部O!D駿"思議は空中島閣か11里民上申ひ担割を棒わなければなちない
(4)幾度と技術の繍値判断
実施された技がどの難度価償後持っか，また技術が
どの稗皮優れているかという判定は審判員の正確な判
断力によるところである，その判断力を更に精密化す
るため. 2009年版からは「伸身姿勢jと「倒立の完
了角度jについて詳細な基準が設けられた 例えば
「イ申身宙返りでは少なくとも弘回転伸身姿勢が傑たれ
なければならないjという暖妹な規定は， 200吉年版
において[終末技 (2回憤返り}は少なくとも1回転
(360')は伸身姿勢<>135つを維持しなければ当該
難度とは承認されないjに変更された.しかし，約1
年後の情報16号の通達によって，畿の曲がりが僅か
でも認められた場合は伸身姿勢を認めないととが決定
した.つまり，級角度180。のみが伸身望書勢として認め
られた訳である 次に樹立の完了角度について，キー
ワ-1<は r10'に到達しているのか， していないの
かjである.技の完了時における倒立の望書勢が高棒
(または低棒)1:対して一直線から1げまセは幾度が
認められるーだが 10'を越えた時点で技の種類によ
っては幾度を失うか格下げの対象となる.このことは
200自年版から一員している事項であり，倒立姿勢に
対する拘りが見て取れるー次いで，実施減点、が20ω
年版より r> 10o~30'J は減点なし. r>30'~45つ
は-0.10点， r>45つであれば-0.30点と判断しやす
い3つの角度に分類された，これは封子鉄棒における
減点方法とほぼ同じである.技の完了角度が確実であ
り振隔が大きくスピードのある実強であればとれらの
減点は回避出来ょう.だが， これらの重要求基準から伺
えることは，この運動がすでに女子種目としての域を
超えて進化し続けているというととそしてそれを奨
励する環境があるということである
5)在審判図の業務と役割
(1)種目特有な実施減点
E審判団は定められた2つの業務に携わる その1つ
目は各種目に与えられた特有の減点を確認し10点満
点から減点することであり，ここには2007年版まで
「構成減点jとして取り扱われていた減点項目も取暫
扱われている. r関始技の前 ~;:2要素以上を行う(
0.30点)Jは2007年阪を以て廃止古れ，新たに何回
闘の助走または開始技を実施せず銚躍板に触れる(-
O.紛点)Jが追加されたe ぞれは20ω年版から-1.00
点となり，更に情報16辱の通達により「樹始技の3回
目の試みjが「開始技の2回目の試みでの失敗Jに変
更されている網開始技の過失による滅点は明らかに厳
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しい.次に 2006年版の{足がマットをかする(一
弘30点)Jは2007年版から 0.50点， r足がマットに
あたる(-0.50点)Jは2自由7Af.版において 0.80点，
200吉年版では-1.00点である.演技の中断に対する
減点が厳しくチェッタされている.また， 2007年版
までの[技の実施なしで棒を換える(各々 仏10
点)Jは200吉年版から-0.30点，とれば1回でも-0.30
点である.メリハりのない無駄な棒簡の移動を制限す
る意図があると捻察されよう盟更に[空中局面を伴う
技での回転不足(一日 10点)Jが追加，回転不足は必
然的に漂動のリズムを崩す.そして「終末技がない
{終末技を試みない) (-0.30点)Jが2009年版から
-0.50点となった.演技が議後まで完ア出来ないとと
に対する減点は厳しい同その他身体の笈勢や技の高
さに対する減点も大きいE 姿勢が磁ければ技の振幅も
狭まりスピードも落ちる.リズムの崩れや失速等は必
然的に飽の減点にも大きく関わる重褒事項である.こ
れらのことからも開始技から終末技までの安定した正
確な演技，スピード溢れる雄大な実施を評価しようと
する傾向にあることが分かる また，従来の暖味な表
現での減点項目が整理されているため，審判員が演技
の技量差を判断し弱いよう工夫された結采も伺える
{表3，参照).
{表的種目特有な実施量産点的変化
(2)技術的な一般減点、
とれらもE審判団が携わる2つ自の重要な業務であ
る‘技術的な一般減点は種目を関わず適用される減点
であり，各々が種目特有な減点と共に10点満点から
減点を行う.ここでは女子体操競技情報15-~国(以
下，情報15号と呼ぶ)と情報16号の通達により，段
違い平行棒は「身体の姿勢が悪い，つま先が伸びない
または足が緩む，足が内向き(-0.10または 0.30 
点)Jという減点を，演技中に「後振りで身体の伸ば
しが不ト分jであると判断した場合，演技全体で1回
のみ適用する乙とが決定した.段遠い平行棒の演技時
間は短いため1回のみの適fIlであっても失点は大きいE
また， r転倒や落下 (-0.80点)Jは2009年度版から
-1.00点が適用された.着撤や"i!中局面安伴う技等で
の過失は，その減点だけセはなく様々な姿勢欠点もそ
の都度適用されるととになる 着地減点は情報15号
で補足も行われており，着地渡勢の減点は細かく言及
されているe 技の美しい完成度を評価する姿勢が見て
取れる減点項目であるー
5.難度表における技の価値とその変化
1) r開始技j の変化{技番号1 1.1 01~1.5昌岳}
関始伎には現IT'41の技が登録されており， 200容年
版における変化が認められる しかし，若干追加され
た技はあるものの，難度表から削除された技を差し引
けば技の増加は1技であり， Zこの傾向から見ても選手
逮が開始技に力を入れているとは考えにくいー開始技
での過失には大きな減点が適用され精神的にも負担が
大きい哩更に20ω年版からは I終末技を含む最大串つ
の難E差点の高いj厳からの難度点 (8技)Jを数えるシ
ステムも導入されている 終末技を除けば開始技と中
技の合計は7技しかない省無駄な技の多さを極力控え
少ない過失で演技を構成しようと考えるならば，必然
的に精神的負担の大きい開始技に対する比重は軽くな
るであろう，即ち，リスクのある難易度の高い技での
演技開始は敬遠され，その開発が停滞しているのでは
ないだろうか{表4，参照).
{表4) r宮署姶技Jの変イ己
書議需拡国間醐立 畿の魁扇
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2) r後ろ振りよげと浮支持翻転系技jの変化
{技番号館 101~2.506)
現在2習の技が登録されており， 2007骨:‘版からの変
化が著しい.まず「商棒懸垂~後振りとがり倒立系
(B-D)Jの技会て， 200宮年版からは f寓棒懸空襲~
後振りよがり浮支持(A)Jの技も削除古れている
とれらの技は200吉年版が理想とする止まりのない演
技構成に合致しなかったと考えられる. 2007年版で
難度表に登場した「後方浮支持回転 (30') (草刈の
技も200宮年版で削除された.とれば「綴立角度は身
体の会ての部分が一直線で10。以内jであることが適
f持されたことによるものと考えられる.次に，削除さ
れた r(倒立近くから)前方浮支持回転倒立または1/2
ひねりに)Jの技は f倒立近くからjという文書が
消去され担「前方浮支持回転倒立または込ひねり
ら低棒への移動技であるーその他， r前方車輪片手ヒ
で1図ひねりj技に2007年版から「技倒立前のひね号
開始jという文言が追加され， 200型年版から前方車
輪の技に順手と片逆手の種類が追加されている{表6，
参照ト
{表的「車輪系技Jの変.1¥';
醐 ω
(D) Jとして悶年版に復活を遂げている.格上げさ 4) rシュタルダ一系技jの変化
れた技はひねりを伴いながら低捧から高棒へ移動する (技番号14.101~4.50的
技である{表札参照} このグルーブには現u'33の技が登録されており浮
膝回転系とも呼ばれるーとれらも車輪系と問じく晃子
(義的 r後ろ援号上げと津支持回転系技j的変化 鉄棒運動から取り入れた技によって発展して来たグル
3) r車輪系技jの変化(技番号13.101-3.70畠}
ここには現在48の技が皇室録されているが，その技
の多くは男子鉄棒運動から取り入れられたものである.
200吉年版で削除された技は多いものの，他のグルー
プと比較しても圧倒的にその種類は多い圃削除の対象
とされている主な技は「ひねりを伴う振りの技J， 
f商棒から低棒へ移動する空中局面を伴う技J， rひ
ねりを伴わない回転系の技jである.とれらはひねり
終了時の倒立角度が300，低棒支持時の倒立角度が45"，
そして回転終f後の倒r角度が指定されていなかった
技であり，前グループと同様に現行版の蕊向に沿わな
いため削除されたと推察される.格上げの技は高棒か
ーブであるが，女性特有の柔軟性や器具の特徴を利用
して発属した技も見受けられるー情報16号によって
通達されたE難度は男子鉄棒で見られる技であり，一
般的には f後方間部シュタルダーからトカチェフjと
呼ばれている.今回の削除対象はシュタルダー後の浮
支持の角度30'¥浮腰[nJ転後の倒立角度が30..，そして
低棒懸議後1;:樹立と指定されていない技である 格上
げされた技はひね号を加えながら低棒から高棒へ移動
する技である{表7，参照〉闇
{表7)rシュタルダ」策技Jの変化
智特許蔀軒 鈴の極扇
"骨咋吋曹面支持M 宮町方眼期保a理転向脅面支持
醐 -1 A 
，，，併吋 m宵簡怠縄開豊島晴朗脚縛a臨趨転m 宵衝支持
5) r足裏支持，かかえ込み臨転系技jの変化
(技番号15.101~5.60吾}
このグループには現配43の技が議録されている.
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2007年版で削除された授は商棒から低棒への移動技
であり，乙の2つの技には移動の際に明確な安中局面
が見受けられない. 20百昌寺:‘版から空中局面を伴う技
の重要性が譲われているため，との2技は条件に合致
しないと判断され削除の対象になったと考えられる.
f後方屈身足裏支持回転俗的(日)Jは2007年肢で
登場し現行版で削除された技であるが，との技も倒立
角度に対する採点規則の意向によ明削除されたのであ
ろう E 大逆手懸垂30.や低繕懸垂を終了地点とする技
も同様である.難度が格下となった技は空中局聞が明
確に判断できないものであり，その反面，情報15号
の通達によって格上げされた技はひねりを伴う両棒院
の移動技である(表札参照). 
{表8)r足裏支持，かかえ込み回転系技」の変.1t
的『終末技』の変化{技番号16.101~器.707)
税在このグループには79の技が登録されている.
削除された技がE技，治加された技は3技，その内の2
技はシュタルダー系から進化した終末技である.削除
された技番号怜 311Jの技群は，現在の「畠.31自/高
稼~前方屈身宙返り下ち，または後方宙返り{かかえ
込み，屈身}下りに)Jの中に統合在れたと考えら
れる.また「棒間へ援母下ろし，前振り~後方伸身官
返り1/，ひねり~前方屈身宙返IJ'/，ひねり下りjの削除
は伸身と屈身姿勢の区別が付げにくいととによるもの
であろう.類似した技に「かかえ込み (D)J • r1中身
(E)Jがある 全体的にやはり車輪系からの発展技
が多く見受けられる{表札参照). 
(表的「終末技」的変化
告.まとめ
採点縁日号は技の変化と器具の改良に大きな変化を守
えるE重要なファクタ る 10点満点廃止後l主導
入された新採点、規則は200昔年版での変化が著しい.
新しい規郎の路行により出現した様々な問題に対する
工夫の跡が総所に見受けられる E 難度点の対象が従来
の10技から昌技へ削減されたととは技の紫と熟練性を
重視する表れであり. rg宮中局面安伴う2凶の棒間移
動jや r2つの異なる撮りJ. r360。以上のひねりj
技を演技中に盛り込む条件の提示は多彩でリズミカル
な運動とバランスのとれた演技を促す望書勢が伺える.
また技の組み合わせにより加点の獲得を試みる場合，
全てのCとD難度の技に「空中局面jか r'lz以上のひ
ねりjを必須とし，な10点の加点対象であるD+C幾
度には f高捧から低様への移動j条件が追加された.
工夫されたレベルの高い技による組み合わせと棒聞の
移動運動を評価する意図が見受けられる.更に伸身姿
勢の腰角度は唯一180.と主主められ倒立完了角度の判
断には晃子鉄棒と殆ど問じ減点方法も毒事入された. こ
こには大きな振幅とスピ-1'感詩量れる止まりのない演
技を奨励する方向が見て取れよう哩そして，着地や空
中局言語を伴う技での過失は当該減点だけではなく様々
な姿勢欠点もその都度適用される.運動に対する減点
は技栓失敗させないために行なわれる行動であるとも
考えられ，安定した演技のためには不可欠な作業と考
えられる.演技開始から終了時までの姿勢欠点のない
正確で安定した実施への評価は高い.難度表の技も採
点規則と連動している.伸身姿勢や鱗立角度が判断し
にくい技，理想とされる止ま暫のない演技に合致しな
い技は全て消去された.その反面，開始技と終末技を
除く全ての技群で洞棒関の移動を伴う技が格上げの対
象になっており，組み合わせ点の加点傾向とともに大
変興味深い現象である.技の質や熟練性(基本技にお
ける身体の反り，討のゆるみ，織の乱れのない演技)
はもちろんのこと，レベルの痛い技同士の組み合わせ
による多彩でリズミカルなパランスのとれた演技構成，
段違い平行捧における採点綴剤師変遷に慢する一考察
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大きな振幅とスピ-)<感のある迫力のある演技と演技 て行くのであろうか.雨棒閑の距離の変化が与えた速
さを体における姿勢欠点のない正確で安定した実施，却 動への影響は非常に大きい.しかし，距離の更なる広
ち，現行の採点規則は演技全てにおいて完熟度を更に がりにより得られる成果はもはや存在しないのではな
高めさせようとする規則であるととが確認出来よう調 いか.充分過ぎる程I~商棒での技は発展している.段
遠い平行棒は本来平行棒から枝分かれして発展した女
7 今後の露題 性のための種目であるが，現在の運動形態から考えれ
突然に見える採点規則の改正は現場の技術発展が最
大の理由と吉れている.最近の段違い、F行俸運動は鉄
棒遼動と殆ど悶じ内容であると脊つでも差し支えある
まい.選手のトレーニングも鉄棒と同じ手法が採ちれ，
低棒が邪魔だと感じている指導者も少なくないという，
しかし，段違い平行棒は2木の捧問を移動する空中局
面を伴う運動をその特徴としていることである.穣自
独特の演技の組み立てや芸術的表現に面白味のあった
過去の迷動からかけ離れてしまった今の運動を物足り
なく感じるのは筆者だけであろうか.筆者が現役の頃，
段違い平行棒は現校の鉄捧擬きではなく，まぎれもな
く{段違い平行棒jだった.第1串回東京オリンピッ
ク大会 (1告64)において採点規期の総測は「懸垂及
び振りの競技を主にしなければならない盟支持の演技
は，燐時経由の姿勢としてのみ用いるjと大幅な改正
をみた 規則が静止技を廃止する方向に動いたことに
より，必然的に振動系を始め支持系やひねり系の技が
多様化し，鉄棒運動技の積極的な導入はとぴ越し技や
下り技の宙返りの開発を促進した.その後，採点規鄭
は第20図ミュンヘンオリンピック大会 (1972)にお
いて獲に改正され「演技はいかなる停止もゆるされず
継続していかなければならないjとされた この改正
後からひねり技を伴うスピード感に滋れた雨棒間を移
動する組み合わせ技が発援している.モントリオール
オリンピック (1976)でルーマニアのコマネチ選手
が披露した「段違い平行棒ならではjの技は大変印象
深い.段違い平行棒の特徴を最大限に生かした演技で
はなかっただろうか その翌年，シャポシュニコワ選
手が発表した後方車輸によりこの種目は完全に鉄棒運
動へと進路を変える抽.凶器自伝 FIG女子技術委員会
は急激な技の発展に対応すべく「シンボルマーク(技
の記号化)Jを考案，現在ぞれは審判長の更なる採点
精度や採点速度の向上に大きく;貞献している川凶だが，
10年程前からとの種目の技の発展は横ばい状態であ
るζとは否定できない，ぞれ紘その技をいかに最小
の実施減点で確実に，そして大きく実施するかが現在
の重要なポイントとされているようである では今後，
器具の改良や開発は技に対してどのような影響を与え
ぱ鉄棒から発展した種目と思われがちである‘段差が
じた時点からその運動は鉄棒と交わる薄命が定めら
れ，そのカを得ながら技はここまで進化することが出
来た.しかし，今日では女子選手の小型化も進んでい
る.ぞれ故，更なる距離の広がりは穣B特有の両捧問
移動を全く不可能なものとし移動技の全廃に繋がる危
険性を苧んでいるーとれは段違い平行棒の全面否定に
繋がる.段違い平行棒が段君主い平行棒であるために
「高棒と低捧jという関係を否定することは絶対に避
けなければならないのである. 200宮年版から開始技
と終末技を除〈全ての技群において両捧潤の移動を伴
う技が格上げの対象となり，組み合わせ点の加点にも
その選動が採用されている.その背景にはこの様な理
由も内在しているのではないだろうか.次に器具の高
さはどうぜあろうかE 之の部分は両棒聞における距離
の改良と比較してもさほど改良は行われておらず，マ
ットの厚さがその調議機能を果たして来たと考えられ
る 2002年のF郎通達により両棒の高さは各々5crn引
き上げられ様具にも改良が加えられた.しかし，マッ
トの厚さについても+8cmが瀕遼されたため，差し引
き3cmの空間が減少した.更に着地補助~-yトの迫力日
も認められており，落下の際の安全に相当の配慮がな
されている.このことからも，選手らの落下時の衝撃
がいかに大きいかが容易に怨像されよう.選手の小型
化からもこれ以上の高さを求める必重要はないのではな
いか.パーの形状改良についても，現段階での材質の
問題も含め今後も女子特省の技構成を肯定し続けると
すれば，その可能性は極めて少ないと考察する 従っ
て，すでに技の完熟度が極限のところまで求められて
いる現状では，技の組み合わせによってスコア獲得を
追究する方法が唯一残されている方法のようである.
即ち， とれからの運動の発展は技の隙発よりも，高事事
での空中局面を伴う宙返り連続「トカチェフ{ロ幾
度)+ギンガー{ロ難度)J.またはE難度の組み合わ
せ. rイエーガー (D難度)-下パーへの移動技 (D幾
度以上)Jといった連続技の戦いになる ζとは必至で
あろう.金+'的によれば「このような横向き技の隆
盛は男子鉄棒運動への傾斜をどうするとともできない.
たとえ立位，度佼L臥位iま許されても，演技全体が姿
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勢侭持なく流れるように演じられるべきだとすると，
どうしても男子そこのけの技能が要求されるし，上体
への負荷が強くなることは避けることはできない.段
違い平行棒の発生が女子の母体特性への配慮であった
ととを考えるとき，大局的な考察を必要とする時期が
来るのはそう遠くないかも知れない jとある すで
に37年前には段違い平行棒の将来について極めて重
要な指摘がなされていたのである.まさに今その時期
が到来し，この種目の将来を見極める重姿な役割がこ
れからの採点説則に託されていると言っても過言では
ない.
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